
【戦　評】

決勝に駒を進めたのは山形中央（以下山中）と酒田南（以下酒南）となります。
　スターティングメンバーは、山中（白）＃０，＃８，＃２０，＃３０，＃９９　　　酒南（青）＃５，＃１
３，＃２２，＃３３，＃７３
１P　お互い、マンツーマンディフェンスでスタート。TIPOFFは酒南が制し、＃３３の３Pで始ま
る。その後山中の９９番の３P、あわせで＃８の連続得点が決まり、
３分２４秒、１５－８で酒南がタイムアウト。山中が激しいディフェンスでリバウンドからの速攻で
さらに得点を重ねた。酒南は＃２２のリバウンドと＃７３の３Pで得点し２４－１３で終了。

２P　酒南＃２２の得点でスタート。山中の激しいディフェンスでターンオーバーとリバウンドから
の速攻で＃９９，＃３０，４７の連続得点で確実に点を重ねる。酒南は＃５のドライブから＃００
の合わせとリバウンドシュート、＃５のドライブで得点を重ねるも、残り２分、＃２２のファールが
重なり一度ベンチに退く。その後も山中の激しいディフェンスとリバウンドで得点を重ね前半４２
－２３で終了。

３P　お互いスターティングメンバーで始まる。開始直後、山中の＃０ドライブにたまらず＃２２が
ファール、バスケットカウントで交代。負けじと酒南の＃００のブロック、＃５の３P、＃７３、＃１
の連続得点で１２点差になり、たまらず山中が残り５分でタイムアウト。酒南は＃８のシュートで
１０点差まで縮める。さらに、酒南＃００の３P、ディフェンスからスティール＃０の得点があった
が、ファールが混み、フリースローの得点を与えた。山中は要所要所で＃９９、＃８の得点が入
り、さらにリバウンドからの速攻で切り抜けた。３Qは５９－４３

４P　山中はリバウンドから＃８、＃９９のドライブで連続得点。酒南は合わせでゴール下で＃
５、＃１の３P、＃２２のリバウンドで食らいつく。残り３分、山中リバウンドからの速攻で＃９９の
３P、インサイドでの合わせ＃８，ブレイク＃６の連続得点で差を広げる。酒南は＃２２のリバウ
ンドから速攻を仕掛けるも得点にはならず。残り２分、プレスディフェンスからターンオーバーで
＃５，＃８の連続得点で粘りを見せるも、山中＃８がゴール下でファールをもらい２０点差をつ
け、山形中央が優勝を勝ち取った。最終スコアは山形中央８０－６０酒田南。

戦評者 大村 育子、 飛鳥 陽子
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